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た け だ ・ ま さ と し  ☆  1 9 5 0 年 1 2 月 、 今 治 市 玉 川 町 に 6 人 兄 姉 妹 の 4

男 と し て 生 ま れ る 。玉 川 町 立 鈍 川 小 学 校 、玉 川 町 立 玉 川 中 学 校 を へ て 、1 9 6 6

年 4 月 か ら 1 年 間 、 愛 媛 県 立 今 治 職 業 訓 練 所 （ 現 ・ 愛 媛 県 立 産 業 技 術 専 門

校 ） の 織 機 調 整 科 で 織 機 の 専 門 知 識 を 修 得 。 1 9 6 7 年 4 月 よ り 宮 崎 タ オ ル

（ 株 ）の 製 織 技 術 者 と し て 入 社 。訓 練 校 入 学 と 並 行 し て 愛 媛 県 立 今 治 工 業 高

校 定 時 制 課 程 の 電 気 科 に 入 り 、 1 9 6 9 年 3 月 に 卒 業 。 宮 崎 タ オ ル で は 本 社

工 場 の 工 場 長 を 務 め た が 、当 時 の 社 長 で あ っ た 宮 崎 弦 氏 の 死 を き っ か け に 独

立 を 決 意 し 、 工 房 織 座 を 設 立 。  

今 治 の 鈍 川 温 泉 に 近 い 場 所 で 、力 織 機

の み を 使 っ て マ フ ラ ー を 織 る 職 人 が 、

今 回 の 「 タ オ ル び と 」 で と り 上 げ る 武

田 正 利 氏 で あ る 。工 場 に は 9 台 の 力 織

機 が 並 び 、 そ の う ち 2 台 は 1 0 0 年 以

上 前 の 力 織 機 を 武 田 氏 が 復 元 し た も

の だ 。 昔 の 力 織 機 を 復 元 し 、 さ ら に 改

良 、 操 作 で き る 技 術 者 は 、 歴 史 あ る タ

オ ル 産 地 の 今 治 で も そ う い な い 。武 田

氏 が 代 表 を 務 め る 工 房 織 座 は 、今 で は

全 国 に 名 の 知 れ た 織 物 メ ー カ ー で あ

る が 、そ の 理 由 が 武 田 氏 に よ っ て 生 み

出 さ れ る 古 い 力 織 機 で 織 る マ フ ラ ー

に あ る 。 一 度 首 に ま と っ た ら 、 誰 し も

そ の 心 地 良 さ に 魅 了 さ れ て し ま う 。丹

念 に 大 切 に つ く ら れ た モ ノ に は 、作 り

手 の 思 い と 歴 史 が 刻 み 込 ま れ て い る 。

今 治 で も 異 彩 を 放 つ 武 田 氏 に 、現 在 に

至 る ま で の 話 を う か が う 。  

武 田 正 利 氏  
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1．  幼 少 期  

 

郵 便 局 員 の使 わなくなった自 転 車 を自 分 で改 造 して通 学  

 

 武 田 正 利 氏 は 、 1 9 5 0 年 1 2 月 1 4 日 、 父 ・ 利 三 郎 氏 と 母 ・ 初 子

氏 と の 間 に 4 男 と し て 今 治 市 玉 川 町 鬼 原 に 生 ま れ た 。母 親 の 初 子 氏

は 兵 庫 県 神 戸 市 出 身 で 、 武 田 家 の 親 戚 筋 の 関 係 で 縁 が あ っ て 利 三 郎

氏 と 結 婚 し 、 今 治 に や っ て 来 た 。  

 武 田 家 は 、 代 々 庄 屋   を 務 め て お り 、

玉 川 町 で は 名 の 知 れ た 名 家 で あ っ た 。 裕

福 な 家 庭 環 境 で 育 っ た 利 三 郎 氏 は あ ま り

働 か ず 、代 わ り に 初 子 氏 が 一 家 を 支 え た 。

初 子 氏 は 、近 く の 鈍 川
に ぶ か わ

温 泉 の 旅 館 の 厨

房 で 皿 洗 い の 仕 事 を し て 家 計 を や り 繰 り

し 、 4 男 の 武 田 氏 を は じ め 兄 3 人 、 姉 1

人 、 妹 1 人 の 6 人 の 子 供 を 育 て 上 げ た 。

あ ま り に も 辛 い 現 実 に 、「い つ 実 家 の 神 戸

に 帰 ろ う か と 思 い よ っ た ん よ 」 と 、 初 子

氏 が 幼 い 武 田 氏 に 漏 ら し た こ と が あ る 。

「 貧 乏 子 沢 山 」 の 家 は 当 時 で は 珍 し く な

か っ た が 、 母 親 の 苦 労 し て い る 姿 は 、 武 田 氏 の 初 期 の 人 間 形 成 に お

い て 影 響 を 与 え て い る 。  

 武 田 氏 は 、 1 9 5 7 年 4 月 に 玉 川 町 立 鈍 川 小 学 校 に 入 学 し た 。 自 宅

か ら 小 学 校 ま で 片 道 1 時 間 の 道 の り を 毎 日 徒 歩 で 通 学 し た 。そ し て 、

同 校 を 卒 業 後 、 1 9 6 3 年 4 月 に 玉 川 町 立 玉 川 中 学 校 に 進 学 し た 。 中

学 校 ま で さ ほ ど 距 離 は な か っ た が 、 あ る 日 、 父 親 が 郵 便 局 員 の 乗 っ

て い た 中 古 の 赤 い 自 転 車 を 譲 り 受 け て 「 お 前 、 こ れ で 学 校 に 行 け 」

と 言 っ て 武 田 氏 に 差 し 出 し た 。「 こ れ で 自 転 車 通 学 が で き る 」と 喜 ん

だ の は 束 の 間 で 、 ひ と つ 大 き な 問 題 が あ っ た 。 身 長 1 3 0 セ ン チ の

武 田 氏 は 、 自 転 車 の サ ド ル に 腰 掛 け る と 足 が 届 か な い 。 こ れ で は 無

 
中 学 卒 業 の 頃 の 写 真  

LOOKS
ノート注釈
江戸時代に設けられた村役人の役職のひとつ。農民階級のなかでは上位に位置し、役職は世襲制。近代以降も村政に従事し、戸長や村長とった役回りを果たすケースが多かった。
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用 の 長 物 で あ り 、 自 転 車 と に ら め っ こ を し な が ら 「 な ん と か な ら な

い か な ぁ 」 と 考 え た 。 サ ド ル の ス プ リ ン グ の 部 分 を 取 り 外 せ ば 、 5

セ ン チ は 短 く な る 。 そ う 思 っ た 武 田 少 年 は 、 さ っ そ く 改 造 に と り か

か っ た 。 つ い で に 、 郵 便 局 員 に 間 違 わ れ な い よ う に 、 車 体 の 赤 い 塗

装 の う え に 黒 色 の ペ ン キ を 塗 り 重 ね た 。 ほ ぼ 思 い ど お り に う ま く 改

造 で き た が 、 唯 一 の 心 残 り は 、 車 体 に 刻 印 し て あ っ た 郵 便 局 の マ ー

ク （ 〒 ） だ け は 消 せ な か っ た こ と で あ る 。  

 3 年 間 、改 造 自 転 車 で 通 っ た 玉 川 中 学 校 を 1 9 6 6 年 3 月 に 卒 業 し

た 武 田 氏 は 、そ の 後 も 今 治 に 留 ま る こ と を 決 め て い た 。そ の 理 由 は 、

兄 3 人 が 中 学 を 卒 業 す る と す ぐ に 集

団 就 職 で 今 治 を 出 て し ま っ た の で 、

残 さ れ た 4 男 の 武 田 氏 が 家 督 を 継 ぐ

流 れ に 自 然 に な っ て い た か ら で あ る 。

そ し て 、 物 心 つ い た 頃 か ら 遊 び 道 具

を 手 づ く り し た り 、 モ ノ を 改 造 し た

り す る の が 好 き だ っ た た め 、 何 か 専

門 技 術 を 身 に 付 け よ う と 思 い 立 ち 、

4 月 か ら 当 時 今 治 市 浅 川 に あ っ た 愛

媛 県 立 今 治 職 業 訓 練 所   （ 現 在 、

愛 媛 県 立 産 業 技 術 専 門 校 ） の 織 機 調

整 科 に 入 学 し た 。  

在 籍 1 年 間 と い う 短 い 時 間 だ っ た が 、織 機 の ノ ウ ハ ウ を 叩 き 込 ん

で く れ た 新 居 田
に い だ

末 樹
す え き

先 生 の 教 え は 今 も 生 き て お り 、 武 田 氏 が 工

房 織 座 で 織 る マ フ ラ ー の な か に 息 づ い て い る 。 新 居 田 先 生 は 、 タ オ

ル 工 場 で 技 術 者 と し て 活 躍 し た の ち 訓 練 校 の 講 師 に な っ た 人 で あ り 、

技 術 の 伝 道 者 と し て 当 時 の 学 生 の 心 の な か に 印 象 強 く 残 っ て い る 。

と い う の は 、 武 田 氏 は 、 新 居 田 先 生 か ら 製 織 の ノ ウ ハ ウ を 教 わ っ た

同 世 代 の タ オ ル 技 術 者 た ち と 長 い 間 交 流 が あ り 、 仲 間 と 会 っ て 話 を

す る た び に 「 新 居 田 先 生 の 教 え の お か げ じ ゃ わ い ね 」 と 口 を 揃 え て

言 う 。  

 

糸 の 結 び 方 （ イ ン タ ビ ュ ー 時 撮 影 ）  

LOOKS
ノート注釈
1950年4月に今治市に愛媛県今治公共職業補導所が設立され、その後、1962年4月に愛媛県今治職業訓練所、1969年10月に愛媛県立今治専修職業訓練校、1977年4月に愛媛県立今治高等職業訓練校、2019年4月に愛媛県立産業技術専門校に改称（生涯学習情報提供システム『えひめの記憶』）。
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新 居 田 先 生 か ら 教 わ っ た 技 術 の ひ と つ を 例 に 挙 げ る と 、 製 織 時 に

糸 が 切 れ た と き の 糸 の 結 び 方 で あ る 。 訓 練 校 に 入 学 し て 最 初 に 教 え

て も ら っ た 技 術 で 、「他 の こ と 何 も せ ん で え え か ら 、一 日 こ の 練 習 を

せ い っ 」 と 新 居 田 先 生 か ら 言 わ れ 、 武 田 氏 は 無 心 に 練 習 し た 。 こ の

結 び 方 は 、 指 を い っ た ん 持 ち 替 え て 結 ぶ 点 に 特 徴 が あ る 。 古 い 織 機

を 使 い こ な す に は こ の 作 業 が 不 可 欠 で あ り 、製 品 の 出 来 を 左 右 す る 。 

 訓 練 校 と 並 行 し て 、 愛 媛 県 立 今 治 工 業 高 校 の 定 時 制 課 程 電 気 科 に

も 入 学 し 、4 年 間 、機 械 や 電 気 な ど に つ い て 専 門 知 識 を 学 び 、1 9 6 9

年 3 月 に 卒 業 し た 。 訓 練 校 の 推 薦 に よ り 宮 崎 タ オ ル （ 株 ） に 入 社 し

た の は 訓 練 校 を 修 了 し た 1 9 6 7 年 3 月 だ っ た の で 、定 時 制 を 卒 業 す

る ま で 、 昼 間 は 宮 崎 タ オ ル の タ オ ル 工 場 で 働 き 、 夜 間 は 定 時 制 に 通

っ た 。宮 崎 タ オ ル で は お も に 織 機 調 整 を 担 当 し 、イ ン プ ッ ト（ 学 び ）

よ り は ア ウ ト プ ッ ト （ 仕 事 ） 中 心 の 生 活 に 変 わ っ て い っ た 。  

 

 

2．  宮 崎 タ オ ル で 一 人 前 の 技 術 者 と し て 成 長  

 

バイクは青 春 時 代 の想 い出  

 

 1 9 6 7 年 4 月 、 武 田 氏 は 宮 崎 タ オ ル （ 株 ） に 入 社 し 、 同 社 で お よ

そ 4 0 年 に お よ ぶ タ オ ル 人 生 を 送 っ た 。  

 1 9 6 7 年 当 時 は 、 高 度 経 済 成 長 期 の 最 中 に あ り 、 バ ス タ オ ル を 中

心 と し た タ オ ル 製 品 の 売 上 が 好 調 で 、 今 治 全 体 が タ オ ル 景 気 に 沸 い

て い た 。 宮 崎 タ オ ル で は 、 武 田 氏 を 含 め 織 機 調 整 を 担 当 す る 男 性 の

技 術 者 4 名 、製 織 を 担 当 す る 女 性 の 技 術 者 7 名 ほ ど が 新 し く 入 社 し

た 。 毎 年 、 お な じ よ う な ペ ー ス で 新 し い 従 業 員 が 加 わ り 、 と く に 製

織 工 程 を 担 う 女 性 は 、中 学 卒 業 後 に 集 団 就 職 で 宮 崎 タ オ ル に 入 社 し 、

そ の 数 は 増 え て い っ た 。 女 性 た ち は 、 会 社 が 用 意 し た 寮 に 入 り 、 2

交 代 ・ 3 交 代 制 で 織 機 を 動 か し 旺 盛 な タ オ ル 需 要 に 応 え た 。  

宮 崎 タ オ ル の 工 場 で は 、 自 動 織 機 （ 豊 田 自 動 織 機 製 ） が 主 流 に な



「タオルびと」2019 年 12 月号（武田正利氏編①） 

 
 

5 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

っ て い た が 力 織 機 も 数 台 置 い て あ り 、 武 田 氏 は 新 旧 型 双 方 の 織 機 調

整 に 忙 し い 毎 日 を 過 ご し た 。 織 機 の 技 術 進 歩 の 歴 史 は 、 緯 糸 を ど の

よ う に 効 率 よ く 経 糸 に 入 れ る か に 関 す る 歴 史 で あ る 。 手 織 り の 織 機

は 、 シ ャ ト ル （ 杼 ） を 使 っ て 緯 糸 を 経 糸 に 入 れ る が 、 シ ャ ト ル を 通

す 作 業 も 緯 糸 の 補 給 作 業 も す べ て 手 で お こ な う 。 力 織 機 と 自 動 織 機

は 、 シ ャ ト ル を 使 っ て 自 動 的 に 緯 糸 を 経 糸 に 入 れ る が 、 力 織 機 の 場

合 は 補 給 作 業 を 手 で お こ な い 、 自 動 織 機 の 場 合 は 緯 糸 が 無 く な る 直

前 で 自 動 的 に 補 給 さ れ る （ こ れ を シ ャ ト ル ・ チ ェ ン ジ と 言 う ）。  

入 社 当 時 、 力 織 機 と 自 動 織 機 の そ れ ぞ れ の 機 械 の 特 徴 に 合 わ せ た

技 術 を 身 に 付 け る 必 要 が あ っ た が 、 技 術 の 習 得 は 先 輩 技 術 者 た ち か

ら 「 盗 む 」 も の で あ っ た 。 誰 も 手 取 り 足 取 り 教 え て は く れ な い 。 武

田 氏 は 、 先 輩 に 混 じ っ て 一 日 で も 早 く 技 術 を 覚 え る よ う に 日 々 努 力

し た 。  

 社 会 人 に な っ て す ぐ に 嬉 し

い こ と が あ っ た 。 自 動 二 輪 車

（ バ イ ク ） の 免 許 を 取 得 し 、

工 場 ま で は バ イ ク で 通 う よ う

に な っ た 。 そ れ ま で は 改 造 自

転 車 で 通 勤 し て い た が 、 自 転

車 よ り 面 白 い モ ノ を 手 に 入 れ

て 一 入
ひ と し お

嬉 し か っ た 。青 春 時

代 の 想 い 出 の ひ と つ で あ る 。  

 

バブル経 済 崩 壊 までブランドタオルを中 心 に製 造  

 

 1 9 7 0 年 代 に な る と 、 ブ ラ ン ド タ オ ル の ブ ー ム が 到 来 し た 。 有 名

デ ザ イ ナ ー に よ る ブ ラ ン ド 品 と し て 、 タ オ ル ハ ン カ チ か ら バ ス マ ッ

ト に 至 る ま で デ ザ イ ナ ー の 名 入 り タ オ ル が 爆 発 的 に ヒ ッ ト し 、 世 の

中 は 高 度 成 長 期 か ら 安 定 成 長 期 へ と 移 行 し て い た が 、 タ オ ル の 売 上

は 好 調 だ っ た 。 宮 崎 タ オ ル は 、 日 繊 商 工 （ 株 ）   を 介 し て お も に

 
入 社 当 時 、 バ イ ク に 乗 る 武 田 氏  

LOOKS
ノート注釈
大阪に本社のあるタオル専業問屋。1942年、日繊モーラー製品有限会社設立、1949年に現在の社名に改組・改称された。現在もタオルを中心とした国内外の商品を取扱っている。
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コ シ ノ ヒ ロ コ   の ブ ラ ン ド タ オ ル を 生 産 し 、 そ の 後 も し ば ら く の

間 、 コ シ ノ ヒ ロ コ 氏 と タ ッ グ を 組 ん で さ ま ざ ま な デ ザ イ ン の タ オ ル

を 製 造 し た 。 そ の 結 果 、 タ オ ル 業 界 で は 「 宮 崎 タ オ ル と 言 え ば コ シ

ノ ヒ ロ コ 」、「 コ シ ノ ヒ ロ コ と 言 え ば 宮 崎 タ オ ル 」 と 言 わ れ る ほ ど に

な っ て い た が 、 コ シ ノ ヒ ロ コ の ブ ラ ン ド 使 用 権 は タ オ ル 問 屋 が 持 っ

て い た た め 、 問 屋 の 都 合 で い つ 他 の タ オ ル 会 社 に 乗 り 換 え ら れ る か

わ か ら な い 、 と い う 危 機 感 が つ ね に 付 い て 回 っ た 。  

 プ ラ イ ベ ー ト で は 、 1 9 8 1 年 、 今 治 市 出 身 の 妙 子 氏 と 3 1 歳 の と

き に 結 婚 し 所 帯 を 持 っ た 。

妙 子 氏 は 、 以 前 「 タ オ ル

び と 」 に 登 場 し た 谷 口 史

郎 氏 の 妻 ・ 照 子 氏 の 姉 を

母 親 に 持 つ た め 、 武 田 氏

と 谷 口 氏 は 親 戚 関 係 に あ

た る （ 谷 口 史 郎 氏 に つ い

て は「 タ オ ル び と 」2 0 1 8

年 1 2 月 号 〜 2 0 1 9 年 3

月 号 を 参 照 ）。そ し て 、結

婚 し た 翌 年 の 1 9 8 2 年 に

長 女 の 英 里 子 氏 、 1 9 8 3

年 に 次 女 の 佳 苗 氏 、 1 9 8 6 年 に 長 男 の 啓 志 氏 が 誕 生 し 、 子 宝 に も 恵

ま れ た 。  

 

試 行 錯 誤 のうえ、タオルの「コットンマフラー」が誕 生  

 

 宮 崎 タ オ ル が 市 内 の 朝 倉 に 第 二 工 場 を 新 設 し た タ イ ミ ン グ で 、 武

田 氏 は 本 社 工 場 の 工 場 長 に 就 任 し た 。 1 9 9 3 年 の こ と で あ る 。 工 場

に は 自 動 織 機 に 加 え 、 最 新 鋭 の 革 新 織 機 も 導 入 さ れ た 。 革 新 織 機 の

導 入 は 、 ボ ー ダ ー 柄 の タ オ ル 製 造 が き っ か け と な っ た 。 シ ャ ト ル ・

チ ャ ン ジ に よ っ て 緯 糸 が 補 給 さ れ る 自 動 織 機 は 、 基 本 的 に 一 色 の 緯

 

宮 崎 タ オ ル 時 代 の 一 コ マ  

LOOKS
ノート注釈
1937年大阪府岸和田市生まれのファッションデザイナーである小篠弘子のブランド。コシノ3姉妹（コシノヒロコ・コシノジュンコ・コシノミチコ）ともファッションデザイナーで、母親の小篠綾子はNHK連続テレビ小説「カーネーション」（2011年10月〜2012年3月放映）のモデルになり有名になった。
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糸 し か 使 わ な い 。 そ の た め 、 ボ ー ダ ー 柄 の タ オ ル を 製 造 す る に は 、

緯 糸 に 多 色 の 糸 を 使 用 で き る 革 新 織 機 の 方 が 向 い て い た と い う わ け

だ 。  

こ う し て 、 武 田 氏 は 、 時 代 の 趨 勢 と と も に 変 化 す る 機 械 に 対 応 し

な が ら 各 作 業 工 程 の 技 術 的 指 導 を お こ な う 傍 ら 、 宮 崎 氏 と 自 社 ブ ラ

ン ド の 企 画 ・ 製 造 に も 積 極 的 に 携 わ っ た 。 ブ ラ ン ド タ オ ル の ブ ー ム

は バ ブ ル 経 済 が 崩 壊 す る 1 9 9 0 年 頃 ま で つ づ く が 、先 述 の よ う な 問

屋 頼 り の モ ノ づ く り へ の 危 機 感 か ら 、宮 崎 タ オ ル で は 1 9 8 0 年 代 頃

よ り 自 社 ブ ラ ン ド の 開 発 も 手 掛 け る よ う に な っ て い た 。  

宮 崎 氏 は ア イ デ ィ ア マ ン で あ り 、 そ の ア イ デ ィ ア を も と に 武 田 氏

が 形 に し て い っ た 。 1 9 9 5 年 頃 に は タ オ ル 生 地 を 使 っ て バ ッ グ や ブ

ッ ク カ バ ー な ど の フ ァ シ ョ ン グ ッ ズ や 小 物 に も 挑 戦 し た 。 あ る 時 は

「 貼 る 」 を テ ー マ に 襖 に 貼 る タ オ ル を 企 画 し 、 奇 抜 な ア イ デ ィ ア で

個 性 豊 か な タ オ ル の 製 造 に も 挑 戦 し た 。 し か し 、 な か な か 自 社 ブ ラ

ン ド は 売 れ な か っ た 。  

「 何 や っ て も な か な か ヒ ッ ト 商 品 が 出 ん の よ ね 。 そ れ は な ぜ か と

言 う た ら 、 所 詮 、 タ オ ル な ん よ 。 一 般 的 な タ オ ル の 形 を 変 え た も の

だ け な ん よ 」 と 、 武 田 氏 は 当 時 を 振 り 返 る 。 そ れ で も あ き ら め ず 何

度 も 繰 り 返 し 試 行 錯 誤 を つ づ け た 結 果 、 あ る 商 品 の 開 発 に よ っ て 宮

崎 タ オ ル の 自 社 ブ ラ ン ド が 日 の 目 を 見 る よ う に な っ た 。 そ れ が タ オ

ル マ フ ラ ー で あ る 。  

 工 場 の 現 場 で は 、「 つ く っ て も 売 れ な い 」を 繰 り 返 す な か で 、タ オ

ル の 概 念 を 変 え る 発 想 で「 巻 く 」を テ ー マ に フ ァ ッ シ ョ ン に 着 目 し 、

商 品 化 に 向 け て 動 き 出 し た 。 こ の 際 だ か ら 、 タ オ ル の 特 徴 で あ る パ

イ ル も 、「 拭 く 」と い う 従 来 の 機 能 も 取 っ 払 っ て 、タ オ ル の 固 定 概 念

を 覆 す よ う な も の を 作 っ て み よ う と 挑 ん だ 。 そ し て 、 試 作 品 が 完 成

し た の が 1 9 9 7 年 。 試 作 品 を 見 せ ら れ た 宮 崎 氏 は 、 最 初 、 怪 訝 そ う

な 顔 を し て い た が 、 宮 崎 タ オ ル の 新 し い 自 社 ブ ラ ン ド 商 品 と し て 販

売 を 決 め た 。  

商 品 名 は 「 コ ッ ト ン マ フ ラ ー 」、 価 格 は 1 枚 1 , 0 0 0 円 。 高 級 な 長
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繊 維 綿 を 原 料 に し て 軽 量 で 肌 触 り の 良 い マ フ ラ ー の 誕 生 で あ っ た 。

素 材 に こ だ わ っ た 商 品 だ っ た が 、1 枚 1 , 0 0 0 円 の 価 格 は 当 時 の タ オ

ル 業 界 の 常 識 か ら す る と 高 い 価 格 設 定 だ っ た 。 し か し 、 コ ッ ト ン マ

フ ラ ー は フ ァ ッ シ ョ ン ・ グ ッ ズ で あ り 、 タ オ ル で は な い 。 素 材 へ の

こ だ わ り 、 デ ザ イ ン 性 、 織 り の 技 術 に 支 え ら れ た コ ッ ト ン マ フ ラ ー

の 付 加 価 値 は 高 い 。 1 , 0 0 0 円 は 妥 当 な 価 格 設 定 で あ る と 判 断 さ れ 、

市 場 に 投 入 さ れ た 。  

読 み は 的 中 し た 。 販 売 さ れ て す ぐ さ ま 予 想 以 上 の 反 響 が あ り 、 瞬

く 間 に ヒ ッ ト 商 品 に 成 長 し た 。 コ ッ ト ン マ フ ラ ー は 、 ピ ー ク 時 で 月

4〜 5 万 枚 を 売 り 上 げ た 。 コ ッ ト ン マ フ ラ ー は 、 宮 崎 タ オ ル の 自 社

ブ ラ ン ド 商 品 の 顔 と な り 、 さ ら に は タ オ ル ケ ッ ト と 並 ん で 今 治 タ オ

ル の 代 名 詞 に も な っ て い く（ 宮 崎 弦 氏 や タ オ ル マ フ ラ ー に つ い て は 、

高 橋 俊 明 氏 の 「 タ オ ル び と ［ 2 0 1 5 年 1 月 号 、 2 月 号 ］」 で も と り

上 げ た の で こ ち ら も 参 照 ）。  

 

     

宮 崎 タ オ ル の 従 業 員 の 皆 さ ん 、 社 長 の 宮 崎 弦 氏 （ 最 後 列 左 ）、 武 田 氏 （ 最 前 列 左 ）  

 

従 来 は 「 マ フ ラ ー 」 と 言 え ば そ の ほ と ん ど が ウ ー ル 製 の も の だ っ
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た が 、 タ オ ル 織 機 で 織 ら れ た コ ッ ト ン 製 の マ フ ラ ー が 新 し い 市 場 を

開 拓 す る よ う に な る と 、 今 治 の 他 の タ オ ル メ ー カ ー も 製 造 を 開 始 し

た 。 全 体 的 に 生 産 量 は 増 え デ ザ イ ン も 多 様 化 し 、 や が て タ オ ル 織 機

で 織 ら れ た マ フ ラ ー は 今 治 タ オ ル を 代 表 す る ヒ ッ ト 商 品 と な っ た 。

タ オ ル ケ ッ ト の と き も そ う で あ っ た が 、 開 発 に 携 わ っ た タ オ ル メ ー

カ ー は 、 そ の 技 術 を 特 許 あ る い は 実 用 新 案 と し て 登 録 し た り 、 デ ザ

イ ン を 意 匠 と し て 登 録 し た り せ ず に 、 産 地 で 共 有 し よ う と す る 。 コ

ッ ト ン マ フ ラ ー も そ う で あ っ た 。宮 崎 氏 は 、「こ ん な 素 晴 ら し い も の

が で き た か ら 、 一 社 で 独 占 し た ら い か ん の じ ゃ 。 今 治 の 発 展 の た め

に な ら な い か ん の や 」 と 言 っ て ア イ デ ィ ア を 産 地 に 開 放 し た 。 今 治

の タ オ ル 産 地 と し て の 伝 統 は 、 産 地 内 で 競 争 し な が ら も 共 存 す る と

こ ろ に あ る 。  

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

                         


